
サステナブル建築特論 Environmental Design for Sustainable Building 成田健一 

環境共生システム学専攻   選択  

開講年次：１年・春学期 単位数：２単位 開講時間： 教室： 

授業の目的 

低炭素社会へ向けての様々な取組の中で、世界的にも大きな削減が期待できる領域が建築分野である。本講義では、サステナ
ブル建築を設計するための基本原理とその評価手法について理解し、建築における省エネルギー化・長寿命化のための先端技術
を学ぶとともに、より広域的なエネルギーシステムと関係するコ･ジェネレーションや地域冷暖房システム、スマートコミュニテ
ィについても、その基礎知識を身に付ける。 

達成目標 

・LCCM（Life Cycle Carbon Minus）住宅の定義と達成のための基本原理が説明できる。 
・建物性能の向上と快適性の関係を理解し、我慢ではない省エネの意味を説明できる。 
・ヒートポンプの原理を理解し、熱のカスケード利用、未利用エネルギーとしての地中熱・河川水利用の意味を説明できる。 
・環境性能評価指標（CASBEE）の考え方を説明できる。 
・スマート化社会の意味を理解するとともに、目指すべき最適化の意味について自らの意見を主張できるようになる。 

 授業計画 授業時間外課題（予習および復習を含む） 
第 1 回 サステナブル建築とは サステナブル建築の背景と定義、日本および諸外国におけ

る事例について事前に調べておく。 

第 2 回 建築のカーボン・ニュートラル化－ＬＣＣＭ住宅 ゼロエネルギー住宅（ＺＥＨ）の定義を調べる。省エネと
創エネ、オンサイト・オフサイトの意味を理解する。 

第 3 回 建築の外皮設計と省エネルギー 断熱性能・気密性能の向上が日本住宅に与えた影響と問題
点、それに対する対処について理解しておくこと。 

第 4 回 開口部の設計と省エネルギー 白濁調光ガラス、熱線再帰性反射フィルムなど、先端的な
省エネ窓技術について原理と効果を調べる。 

第 5 回 緑化建築の設計手法 屋上緑化、壁面緑化の各種手法、導入にあたっての注意事
項、建物性能による熱的効果の違いを理解しておく。 

第 6 回 自然換気と通風の設計手法 温度差換気、風力換気の原理を調べておく。ソーラーチム
ニーやウインドキャッチャーなどについて調べる。 

第 7 回 ヒートポンプを利用した省エネ手法 圧縮式、吸収式のヒートポンプの原理を調べるとともに、
地中熱、河川水利用によるＣＯＰ向上の原理を理解する。 

第 8 回 自然エネルギー利用 太陽光発電についてはメリットと問題点、太陽熱利用につ
いては効率と具体的なシステムについて調べる。 

第 9 回 燃料電池コジェネレーション 建物の熱電比の意味を理解し、熱需要優先の運転モード、
電力需要優先の運転モードの意味を理解する。 

第 10 回 地域冷暖房システム 熱のカスケード利用における時間・距離・温度レベルのマ
ッチングについて理解しておく。 

第 11 回 環境性能評価指標（CASBEE） 欧州や北米における評価指標を調べ、日本の CASBEE の
考え方の特徴について理解する。 

第 12 回 建物の長寿命化のための設計手法 SI 住宅の具体的な手法について自主的に調べる。木造建
築が地球温暖化に寄与する意味を復習する。 

第 13 回 建築のライフサイクル CO2の削減 産業連関表を利用した算出方法を理解し、あわせて評価範
囲の違いによる差異、木造建築の優位性を理解する。 

第 14 回 スマートハウス・スマートコミュニティ 現状のスマートハウスの問題点を考察するとともに、スマ
ートコミュニティにおける最適化の意味について考える。 

評価方法と基準 

自主レポート（100％） （「自ら学ぶ」という学習姿勢を重視して評価する） 

テキスト・参考図書   

 参考書： 『設計のための建築環境学』日本建築学会・編，彰国社 
『見る・使う・学ぶ 環境建築』日本建築学会・編，オーム社 
NA 選書『解決！「環境建築」』日経アーキテクチュア・編  

科目の位置づけ（学習・教育目標との対応） 

本講義は、「持続社会システム系」科目の一つで、「都市環境システム特論」とともに、自然と融合する社会・都市システムを
創造する「社会環境デザイン技術」の一環として、建築分野における持続可能性と、「スマート化」の意味について理解すること
を目標とする。これは、地球システムや都市システムの物質循環とエネルギーフローを学ぶことで、自然と融合する社会・都市
システムを創造する社会システム設計技術の習得を目指すというディプロマポリシーの一端を担うものである。 

履修登録前の準備 

 A 科出身者は「環境とすまい」「環境工学Ⅰ・Ⅱ」の内容を復習しておくこと。 講義で紹介した内容について、具体的な事例
を各自調べること。 

授業評価アンケートに対する改善事項 

オフィスアワー： 場所： 

 


